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定置網漁業体験教室の報告１
三重県農林水産支援センター主催の尾鷲市漁業体験教室が、11月12日～15日にかけて行われました。
この取り組みは、尾鷲市で大きな問題となっている漁業者の高齢化、後継者不足を緩和するために企画されたもので、漁業に興味を持つ方に尾鷲の定置網を体験していただき、将来の漁業をになう若手の就業促進が目的です。平成11年から実施されており、過去の体験者の中には教室のあとに大変な努力を重ね、市内の定置網へ就業した方もみえます。今回は公募の結果、近畿地方を中心に近県から16名の若者が参加し、２ヶ所の大型定置網で体験教室が行われました。２回シリーズこの模様を報告します。
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定置の操業模様
　漁場に到着して、漁師さん達の手ほどきを受け網を絞っていくこと約１時間。最初は魚の気配すら感じなかった定置網の中に、次第に魚が見えてきました。どんどん網を絞ると小ガツオ(マルソウダ)は網から逃げようと、堰を昇るサケのように１ｍ近くジャンプします。体験者のみなさんも魚の跳躍力にビックリしていました。
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漁獲されたマンボウ
　この日はマンボウが10尾ほど網に入っており、体験者のみなさんを驚かせていました。実は東紀州でマンボウは年中漁獲される一般的な魚で、多いときは50尾以上も入網します。写真のマンボウの体長は約80ｃｍで、これでも小さい方とのことです。マンボウの身は魚とは思えない、鶏肉のような食感が特徴で、刺身、酢みそ和え、すき焼き風の煮付けなどで好んで食べられています
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魚の選別
　漁が終了したら港へ戻り、獲れた魚の選別を行います。
　漁師さんの指導を受けながら、魚を種類・大きさごとに分けるのですが、始めは魚の特徴がつかめず、四苦八苦していました。外見が良く似た魚でも、値段が全く違うケースが多々あるので、一見簡単に見える作業で真剣そのものです。
　それでも慣れるに従って、ある程度正確に魚を分けられるようになっていきました。これには漁師さんも感心していました。
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魚の計量
　獲れた魚を魚種別に分類したあとは、計量を行います。
　体験者のみなさんは、魚でかなり重くなったコンテナに四苦八苦。高齢の漁師さんはそれを軽々と運びます。網揚げの時といい、さすがは鍛え抜かれた海の男達です。
　今日の漁獲は小ガツオ（マルソウダ）を中心に約８トンの水揚げでした。
